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社会福祉法人 総社市社会福祉協議会 

総社市生活困窮支援センター 

 総社市生活困窮支援センター事業説明会   

                      平成27年2月4日（水） 

総社市生活困窮支援センター
の取り組みについて 
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総社市のモデル事業実施までの経過 

Ｈ18年 
•地域活動支援センターⅠ型受託 

Ｈ21年 
•障がい者基幹相談支援センター受託 

Ｈ24年 
•障がい者千人雇用センター受託 

Ｈ25年 
•権利擁護センター受託 

Ｈ26年 
•生活困窮者自立促進支援モデル事業受託 

横断的な総合相談窓口の確立 
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障がい者基幹相談支援センター 

権利擁護センター 

障がい者千人雇用センター 

生活困窮支援センター 

「横断的な総合相談窓口の確立」 

◆課題のある方への総合相談支援事業  

（個を支える相談支援事業） 



生活困窮者支援・・・ 総社市社協では 

 このような相談に対応・・・ 

●生活保護を断られた（受けたくない）… 
●生活費がない（食べるものがない）… 
●電気やガスが止まる… 
●仕事を失い、住むところがない… 
●借金や家賃等の滞納が多くて困っている… 

●８０５０問題の世帯 例）母親は認知症／娘はひきこもり 

●ご近所（地域）との関わりがない… 
●親や親せきに相談できない… 
●ひとり暮らしで不安… 
 →孤立死 
●ゴミ屋敷で困っている… 

80 歳の要介護高齢者を、50 歳の無職の子が介護している状態で、現在は親の年金で子も生活がで
きているが、親が亡き後、息子が無収入の高齢者となり、行きつく先が生活保護被保護者になってしま
うという問題。 



「総合相談の窓口」 「地域づくり」 

① 経済的困窮 ② 社会的孤立   

③ 複合的課題 ④ 制度の狭間 
   

【誰もが安心して豊かに暮らせる地域づくり】 

・個別支援活動 

・地域福祉活動 

・早期発見、早期対応の仕組み 

・ネットワークの開発と活用 

  

地域・専門機関や団体と協働してネットワークを形成し、個々のケースに対応し
ていく手法こそ 

「社協（コミュニティソーシャルワーク）の実践」 

従来からの地域  福祉活動を活かした 



・日常生活自立支援事業 

・法人後見事業 

・障がい者基幹相談支援センター 

・障がい者千人雇用センター 

・権利擁護センター 

・生活困窮支援センター 

 地域福祉活動と個別支援活動の融合 

・地区社協活動 

・福祉委員活動 

・ふれあいサロン活動 

・ボランティアセンター 

「だれもが安心して 豊かに暮らせる まちづくり」 
の実現 

個を支える地域づくり 個を支える相談支援 
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総社市のモデル事業実施までの経過 
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■先進地への視察（岡山市・丸亀市・その他情報収集） 

■福祉課（担当主管課）との検討会開催 

◆総社市生活困窮支援センターの設置 
 

 （受託）平成２６年４月１日  

 （開設）平成２６年７月１日 

 （目的）「横断的な総合相談窓口の確立」 

     ・生活困窮対象者への寄り添い支援 

     ・権利擁護センターと一体的に取り組む 



「総社市生活困窮支援センター」開設 

■平成２６年４月から「総社市
生活困窮支援センター」は総社
市社会福祉協議会が受託して
実施しています。 
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2014年7月2日（水） 山陽新聞 

平成２６年７月１日（火） 
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「総社市生活困窮支援センター」 



対象者と主な業務 
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•相談者の包括的な相談受付 

•プラン策定による支援 

•適切な社会資源へつなぐ 

自立相談
支援事業 

（必須） 

•相談者の「家計の見える化」
を図る 

•家計簿の作成 

•債務等の整理 

家計相談支
援事業 

（任意） 

• 貧困の連鎖を防止 

•参加者の居場所づくりや学習 
機会の提供 

学習支援
事業 

（任意） 

【対象者】 ※原則 
 

 生活に困窮している方または、 
 生活困窮状態に陥る可能性 
 のある方 
 

①原則６５歳未満の方 
 

②障がいのない方 
 

③生活保護制度から脱却した 
  方または、生活保護制度の 
  要件に該当しない方 
 

④他の制度で支援を受けるこ 
  とができない方 
 

⑤その他、複合的な問題（経 
   済的、精神的、家庭、健康上 
  など）を抱えている方 
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総社市における自立相談支援機関の内容と流れ  

④プランの診断・評価 
（再プラン） 

  

①相談・課題の整理・プラン作成 ②支援調整会議（プランの確定） 

③プラン達成に向けた支援 
（家計・就労・生活など） 

⑤プラン（目標）の達成 

生活・家計・ 
 就労等に関する悩み･･･ 



相談支援実績（H26.4～H26.12） 
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（１）相談支援数 

    4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 

平成26年度 
実数 4 7 8 16 18 20 21 23 26 26 

延数 8 33 81 110 240 132 164 151 122 1,041 

■２０代：３人   

■３０代：５人   

■４０代：６人   

■５０代：８人 

■６５歳以上：４人  



相談支援実績（H26.4～H26.12） 

（２）性別 
  男性１７人／女性９人 （３）相談者の年齢層 

■２０代：３人   

■３０代：５人   

■４０代：６人   

■５０代：８人 

■６５歳以上：４人  



相談支援実績（H26.4～H26.12） 

（４）相談経路 ・福祉専門機関：４１％ 

・民生委員児童委員、福祉委員：３４％ 

・行政：１７％ 

・本人、家族：８％ 

（５）相談方法 
  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計 

電話 3 8 40 60 187 44 71 34 31 478 

訪問 4 23 35 13 29 17 16 8 9 154 

来所 1 2 2 25 18 13 19 14 12 106 

ケース会議 0 0 4 12 6 58 58 95 70 303 

計 8 33 81 110 240 132 164 151 122 1,041 



相談支援実績（H26.4～H26.12） 

（６）相談内容（複数回答） 
食べる物がない 19件 公共料金等の支払い 12件 

仕事探し・就労 18件 住まい 7件 

収入・生活費の困難 17件 子育て・介護 6件 

引きこもり・不登校 16件 その他 ４件 

地域関係・社会参加 15件 ＤＶ・虐待 2件 

病気・健康・障がい 14件   



相談支援からの気づき 

■８０５０問題／若年齢層のひきこもり 

■複合的な課題を抱えている世帯 

■ひとつの機関が踏ん張ることには限界がある 

■制度の狭間がある 

■民生委員や福祉委員も悩んでいる 

■なかなかSOSが出せない 
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◆自立 支援 につながる 

  アイテム や 資源 がない・・・ 



相談支援を行うなかで・・・ 

【支援アイテム その①】 
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食
料
品
の
提
供
（お
米
・非
常
食
品
）  

 
 

【緊急支援】 

●当面の食料確保 
●相談へつなぐ食料支援 



相談支援を行うなかで・・・ 

【支援アイテム その②】 
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緑
の
カ
ー
テ
ン 

 
 

 

（ゴ
ー
ヤ
・か
ぼ
ち
ゃ
・き
ゅ
う
り
・自
給
自
足
） 



相談支援を行うなかで・・・ 

【支援アイテム その③】 
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生
活
用
品
・ス
ー
ツ
等
の
寄
付 

 
 

 
 

 
 

 

（市
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
） 



相談支援を行うなかで・・・ 

【支援アイテム その④】 
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支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力 

 
 

【他機関との連携】 
●民生委員、福祉委員  ●地区社協  

●地域包括支援センター  ●ハローワーク  

●フードバンク岡山      ●ケアマネジャー 

●地域の商店   ●ホームレス支援きずな  

●岡山大学     ●弁護士  

●岡山市寄り添いサポートセンター 

●行政   ●総社市社会福祉協議会  

●障がい者基幹相談支援センター  

●障がい者千人雇用センター  

●権利擁護センター  など 

 



事例（認知症の母と精神障がいの娘） 

–認知症の母（８８歳） 
• 裕福な家庭で過ごす 
• 社協とは１０数年来の関わりがある 
• 緊急援護資金の貸付（借金、金銭管理、買い物） 
• 娘を溺愛⇒娘のいいなり 
• 体調不良 

 

–精神障がいの娘（５８歳） 
• 約３０年間ひきこもっている 
• 市の保健師も会えない 
• 受診も不十分 
• 生活費含めすべて母親が行っている 
• 買い物が大好き（通信販売） 
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「支援調整会議の開催」 



○対応（役割分担と連携） 

–認知症の母（８８歳） 
• 金銭管理が困難 ⇒日常生活自立支援事業の導入【社協】 
• ADLの低下、認知症の進行【地域包括支援センター】 
 ⇒受診 
 ⇒介護保険制度の利用（介護保険料滞納） 
• 生活環境を整える【連携】 
 

–精神障がい（統合失調症）の娘（５８歳） 
• 本人と話す、受診を促す【健康づくり課 保健師】 
• 家計や買い物、掃除等、生活リズムを整えるサポート【生活困窮支援センター】 
• 障害福祉サービスのホームヘルパーの利用  
 【市保健師、障がい者基幹相談支援センター・居宅介護事業所】 
• 生活環境を整える【連携】 

 

–役割分担 
• 母・・・介護保険課・地域包括支援センター・日常生活自立支援事業 
• 娘・・・健康づくり課・障がい者基幹相談支援センター・居宅介護事業所 
     ・生活困窮支援センター 
• 緊急対応・・・病院・福祉課・健康づくり課・生活困窮支援センター など 
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訪問時のきっかけづくり！  
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部屋中に・・・・  
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ゴ
ミ
が
、
減
っ
て
い
き
ま
す
！ 
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台所らしくなりました。  

通路ができました。  
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まだ、このような状態・・・  
寝
室
に
ふ
と
ん
が
・・・  
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「支援調整会議の開催」 



30 
公的サービスの導入  
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日常生活への第一歩！  



■生活環境の整備はあくまで第一歩！ 
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【地域とのつながりがない世帯・・・】 

【結局、孤立状態が続くだけ・・・】 
 

■小地域ケア会議に投げかけてみよう！ 



生活困窮者支援を通じた地域づくり 
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（町内会の現状） 
・世帯：145  
・人口：220人（男性：85人/女性：135人） 

・高齢化率：44.8％  

・生活保護世帯：22世帯（15％） 
 

 

・福祉委員が６名誕生！ 

・給食サービスの配食が 

 再スタート（地区社協で実施） 

町内会で検討 

ミニケア会議の開催 

・この町内には民生委員がいない 
・〇〇な方もいる！高齢化も心配・・・ 
・何とかしないと！ 



生活困窮者支援を通じた地域づくり 

町内ミニケア会議の開催 

• 開    催：２か月に１回 
 

• 内    容：①町内に住んでいる方についての検討 

                ②会議で検討した方について状況を確認 

        ③状況に応じて社会資源へつなぐ 

        ④新たなニーズの発見！！ 
 

• 成 果：★民生委員児童委員の誕生！ 
           ●福祉委員活動の充実！ 

         ●ニーズキャッチ機能と連携！ 
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35 
生活困窮者支援について考える  



事例（社会資源の広がり） 

医療機関 

医療機関 

市（保健師） 

社協（ヘルパー） 

図書館 

社協（日援） 

地域包括支援センター 
社会福祉士 
保健師 

生活困窮支援センター 

個人商店 

近隣住民 
NPO 

社協（地区担当） 

県外 

フードバンク 

葬儀会社 

福祉委員 

民生委員 

ミニケア会議 

母 

娘 

長
男 

世
帯 

行政（保険料等の分納） 

社協（貸付） 
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今回の事例を通して・・・  

①相談者への対応 

• 地域に多くのキーパーソンを増やす 
• 対象者の生活課題一つひとつに対応する 
• 関係機関等の連携、ネットワーク 

②地域への投げかけ 

• 地域の課題として考え、意識化を図る 

• 地域を見守る新たな社会資源の開発 

③ケース発生の予防 

• ニーズを早期発見・早期対応するシステムの構築 

• 気軽に相談できる関係づくり 
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その他（事例） 
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• 約10年間ひきこもっている兄弟 

• 高齢者姉妹（実母と認知症の叔母）と暮らす５０

代無職の息子 

• 数百万円の債務を抱えている２０代の夫婦 

• 親の年金で生活、４０代の息子は無職 

• 母が就労するため小学生（１年・３年）の 

  子どもをアパートに残さざるをえない母子家庭 

• 地域の目がこわい、相談相手がいない等 など 



総社市学習等支援教室「ワンステップ」 
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■毎週 火・金曜日 

 １９：００～２０：３０ 

 

  

★生活困窮家庭の中学生を対象に    

岡山大学生による学習等支援を行う。 



 「ワンステップ」クリスマス会① 
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まずは！乾杯～！  

クリスマス会 プログラム！ 



  総社市学習等支援教室 「ワンステップ」 
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【期間：H２６.１０.１１～H２７.３.２７】 
【回数：３５回】 
  ●実施①：２５回（H26.10.11～H27.2.14） 
          岡山大学／実践型教育科目 
  ●実施②： １０回（H27.1.20～H27.3.27） 
         岡山大学生の学習ボランティア 
【出席状況】 
 ●中学生： ８人（平均：５．６人）  
       ※全て参加している中学生（４人） 
 ●大学生：１３人（平均：５．２人） 

・表情が柔らかくなった 

・声が大きくなった（質問が増えた） 

・辞書を活用して調べる習慣ができつつある 

・学習以外の相談もある（部活や人間関係など） 

・教えることや伝えることの難しさを感じている 

・最初は不安だったけど、今は楽しい 

・宿題をするようになった（家ではやらない） 

・成績が120位から80位にあがった 

・調理師になってみたい 

・大学に行ってみたい 

・休憩の時間やクリスマス会が楽しかった など 

・笑顔が多くなった 

・毎回楽しみにしている（参加して良かった） 

・成績があがっている など 



自立への第一歩！ 

■就労：８人 
  ６人（市内企業）／２人（就労継続支援A型） 

■地域との関係づくり 
 ⇒福祉委員が誕生（６人） 

 ⇒民生委員児童委員が誕生（欠員の地区） 

 ⇒町内ミニケア会議の定期開催 

 ⇒欠縁関係から血縁関係へ（家族のつながり） 

■室内から屋外へ（ひきこもり）：４人 

■福祉サービスの導入：５人 
 ⇒小規模多機能型居宅介護事業所の利用、ヘルパーの利用 

 ⇒成年後見制度の利用申し立て、公的年金申請 

■生活環境の改善 など 

★学習等支援教室「ワンステップ」 （H26.10.11～H27.1.16現在） 

 ⇒開催回数：25回／平均参加者：5.6人（中学生）／5.2人（大学生） 
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今回の取り組みを通じて・・・  

①行政との関係 
  ・事業への理解（話し合いの場） 

  ・理解が深まれば連携もスムーズ 
 

②社協の意識統一 
  ・横断で総合的な相談窓口の機能を活かす（センター間の連携）  
  ・地域福祉との連携 
 

③相談者との信頼関係 
  ・すぐに一緒に動いてくれた！ 
  ・しっかり話を聞くことから！（安心感をどれだけ持てるか） 
  ・どれだけ寄り添えるか！ 
 

④関係機関との連携・ネットワーク 
  ・お互いの利点を認め合う（相談できる関係） 
  ・一緒に考えて！一緒に動く！ 
 

⑤支援に必要な社会資源やアイテム      
  ・非常食やリクルートスーツ、生活用品 
  ・新たな社会資源やネットワークを構築する！ 
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今後の課題と目標・・・  

①ひきこもりの方への支援 
  ・視察や実態調査 

  ・民生委員、福祉委員との連携／行政との協議 

②中間的就労の研究・開拓 
  ・居場所／就労の場づくり 
  ・シェルター機能 
  ・地域とのつながりを構築する場  
 

③関係機関との連携・ネットワーク 
  ・支援ネットワークの構築 「生活困窮支援センター協議会（仮称）の設置」 
  ・各機関の特性を活かす→支援の幅が広がる！（支援調整会議の開催） 
  ・新たな社会資源、制度（仕組み）の開拓や多様な課題に対応！ 
   

<目標> 生活困窮者支援を通じた地域づくり 
         ・排除しない地域づくり 

         無縁社会から創縁社会へ 
         ・地域包括ケアシステムの構築     
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STOP！貧困「みんなで考えたい」 
制度の狭間にいる方への新たな支援 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

 現在の日本の「生活保護受給者」は216万人であり、平成23

年度に過去最高を更新して以降増加傾向が続いています。 

 また、平均的な所得の半分を下回る世帯で暮らす18歳未満の

子どもの割合を示す「子どもの貧困率」が2012年時点で

16.3％と過去最悪を更新しました。 

  

 今、日本全体に貧困が広がり、地域との繋がりに欠け孤立する

方々への本格的な支援が必要性となっています。 

 そこで、総社市では「生活困窮支援センター」を設置してその

支援を本格的に取り組むことにしました。すでに、数名の方を対

象にして支援が始まりました。高齢の母親と暮らすＢさん。数十

年ひきこもり、地域とは完全に孤立した生活をされていました。 

 しかし、母親の体調が悪化したことから支援が始まりました。 

生活困窮支援センターの自立相談支援員や社会福祉協議会の福祉

活動専門員、地域包括支援センターの社会福祉士、市の保健師が

チームを組んで粘り強いアプローチを繰り返しました。 

 その結果、室内もかなり片付きホームヘルパーも利用されるよ

うになり、生活の改善が見られています。 

 今後は、地域との繋がりを改めて作り直し地域生活の復帰をめ

ざしています。 

 地域生活を取り戻してこそ、社会福祉協議会の支援です。これ

からも、社会福祉協議会の支援が問われています。 

 

※総社市社協だより（2014／９月号） 

 事務局長トピックスより 
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心でつながる！ 
  キャッチボール！  
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人が変わる・きっかけ！“心に寄り添う” 

  心が変われば行動が変わる。 

   行動が変われば習慣が変わる。 
   習慣が変われば人格が変わる。 
   人格が変われば運命が変わる。 
  運命が変われば人生が変わる。 


